	第５回院内研修報告書　　　　　　　　報告者：荒木田.盛田

	講義内容：「褥創予防について」　　　　　　　　　　　　講師：杉澤　八重子

	日　　時：平成18年１０月２０日（金）１７：３０～１８：３０

	場　　所：メンタルケア病棟３階会議室

	内　　容：

· 褥創予防とは

· 褥創になる要因について

· 褥創の保護

· アンケート結果：職員人数　　１４９名

当日参加者（勤務者含む）９２名（参加率６２％）

　　　　　　　　　アンケート提出者（当日出席者）５９名（回収率１００％）

　　　　　　　　　当日参加率　　　　４０　％

1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった（３９名）　

· 楽しかった（２０名）　

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 褥創発症のメカニズム・予防法など再確認できた

· 実施することによりギャッチベッド使用法や些細な手段で防止する事の再確認ができた

· 寝せてギャッチアップした時に一度踵を上げること

· 褥創になる要因について

· 円座はあまり使用に適していない事や３０度以上のギャッチアップでズレが生じてしまう事

· 普段何気なく行っているギャチアップでも、身体にかなりの負荷がかかっているのだと知った

· ギャッチアップ時のズレが大きいこと

· 普段ポケットという用語を何気なく聞いて分からずにいたが、今回初めて知った

· 徐圧の方法を学べて良かった

· ギャッチアップしてもいつもそのままにしておくことが多かったので勉強になった

· アメリカでの実験の話

· 御家族などから質問された際にいつでも答えられるように今後も学んでいきたい

· 実技で少し手を加えるだけで、ズレを防げる事が分かった

· 皮膚の摩擦（マッサージ）は刺激となるため絶対にしてはいけなく、乾燥より湿潤が大事ということが分かった

· 後発部位の確認と最新の治療・ケアについて

· 体位変換の必要性と治療方法の変化



	3． 質問したい内容

· 発生後の処置の最も新しいやり方

· 耐圧分散マットは２時間毎の体位変換は必要ないのか

4． 今後のテーマの希望

· 基本からもう少し進んだ内容

· ラップ療法について

· 褥創予防・治療についてのケアプラン

5． 感想

· 今まで軽度の褥創を見たことがなかったが、軽度のものでも今回の事を活かしたい

· 資料が良くまとまっていたので良かった。

· 分かり易く説明がされていたことと、実技による研修であったため、理解しやすかったと思う。患者様のケアポイントとして覚えておかなければいけないと思った。

· 私達が以前行っていたケアが間違っていたという事を知ることができた。

· 父の入院中、食事介助などで病院に通ったが、そんな時このようなちょっとした褥創の防ぎ方を知っていれば役に立ったのにと感じた。

· 精神科のОＴをやっていると、なかなか褥創という点に着目する機会も無く忘れかけていたが、再び思い出す良い機会となった。

· とても分かり易く日々の看護に役立てていきたい。

· 昔のやり方と全く違うので、再度勉強になりました。褥創は看護の恥と思い作らせないようにしていきたいと思います。

· 褥創の後発部位を把握し、毎日の皮膚の観察をする事が大切であり、ケアに役立てていきたいと思う。

６．反省点

· 今回の研修でも時間に遅れて参加した職員が数名いたので、時間厳守するようにポスター掲示した時点で知らせた方がいいのではないかと思いました。
· 今までの研修と同様、やはり後ろの席に座る人が多い為、前の席が空いていた。講師の方にも失礼なので、前の席に座るように徹底していきたい。
· 院内研修の出欠表に未記入の職員がいる為、声掛けを徹底していきたい。


